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私
の
子
ど
も
は
美
濃
加
茂
市
で
生
活

し
て
お
り
、
週
一
回
は
飯
地
へ
帰
っ
て

き
ま
す
。
週
一
回
の
飯
地
と
の
往
復
で

一
時
間
半
は
か
か
り
ま
す
。
と
こ
ろ
で

国
道
四
一
八
号
は
、
東
は
武
並
町
藤
ま

で
は
完
成
し
て
お
り
、
西
は
八
百
津
町

潮
南
ま
で
工
事
が
進
ん
で
い
る
よ
う

で
、
残
り
は
飯
地
町
内
だ
け
の
よ
う
で

す
。
工
事
は
い
つ
ご
ろ
始
ま
り
、
い
つ

ご
ろ
完
成
す
る
予
定
か
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。　　
　

 
（
各
務
さ
ん
・
飯
地
町
）

　

　

お
尋
ね
の
国
道
四
一
八
号

は
、
八
百
津
町
か
ら
飯
地
町
烏

帽
子
岩
ま
で
の
間
、
約
十
六
㌔
が
新
丸

山
ダ
ム
建
設
に
伴
う
付
け
替
え
道
路
と

し
て
計
画
さ
れ
、「
丸
山
バ
イ
パ
ス
」
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
八
百
津
町
側
で
九
･
一�
が

事
業
化
さ
れ
、
国
土
交
通
省
で
工
事
が

進
め
ら
れ
い
ま
す
。
そ
の
中
で
も
旅
足

川
に
か
か
る
「
新
旅
足
橋
」
は
橋
長
四

百
六
十
二�
の
長
大
橋
で
下
部
工
の
施

工
中
で
す
。
飯
地
町
に
お
い
て
は
、
平

成
十
七
年
度
に
名
場
居
川
か
ら
大
沢
川

ま
で
の
約
一
･
七�
の
区
間
の
道
路
予

備
設
計
が
行
わ
れ
る
予
定
で
す
。

　

飯
地
町
内
で
の
国
土
交
通
省
に
よ
る

工
事
の
着
工
・
完
成
時
期
に
つ
い
て
明

確
に
は
お
答
え
で
き
ま
せ
ん
が
、
早
期

完
成
に
向
け
て
要
望
し
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
烏
帽
子
岩
か
ら
武
並
町
藤
ま
で

の
間
に
つ
い
て
も
、
関
係
機
関
に
対
し

道
路
調
査
の
要
望
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

（
道
路
河
川
課
）

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
、
災
害
な
ど
に
も

気
を
付
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、

大
井
ダ
ム
の
前
を
通
る
道
路
が
雨
量
に

よ
っ
て
通
行
止
め
に
な
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
は
安
全
の
た
め
に
仕
方
が

な
い
こ
と
で
す
が
、
笠
置
方
面
か
ら
恵

那
市
街
へ
向
か
う
と
き
、
東
雲
橋
ま
で

来
な
い
と
通
行
止
め
か
ど
う
か
が
分
か

り
ま
せ
ん
。

　

鹿
の
湯
辺
り
で
通
行
止
め
か
ど
う
か

分
か
れ
ば
恵
那
峡
大
橋
へ
迂
回
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
時
間
が
な
い
と
き
な

ど
は
大
変
困
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
実
施

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。 

（
匿
名
・
中
津
川
市
）

　

大
井
ダ
ム
の
前
を
通
る
道
路

は
、
主
要
地
方
道
恵
那
蛭
川
東

白
川
線
で
、
岐
阜
県
が
管
理
す
る
県
道

で
す
。
管
理
者
の
恵
那
建
設
事
務
所
へ

連
絡
し
、
鹿
の
湯
辺
り
で
道
路
交
通
情

報
表
示
板
な
ど
の
設
置
を
要
望
し
て
い

き
ま
す
。　
　
　
　
     

（
建
設
管
理
課
）

　

検
診
は
、
広
報
に
載
っ
た
と
き
に
行

か
な
く
て
は
と
思
い
ま
す
。
市
が
大
き

く
な
り
、
地
域
が
た
く
さ
ん
表
示
さ
れ

て
い
る
の
を
見
る
と
、
全
体
で
は
地
域

ご
と
に
ど
れ
く
ら
い
受
け
ら
れ
て
い
る

の
か
と
思
い
ま
し
た
。
曜
日
の
変
更
は

や
は
り
難
し
い
で
し
ょ
う
ね
。
平
日
は

無
理
が
多
い
で
す
。

（
十
七
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　

市
の
十
六
年
度
基
本
健
診
の

受
診
数
は
、
恵
那
地
区
四
千
三

百
八
十
八
人（
受
診
率
六
七
・
六�
）、
岩

村
地
区
千
三
十
四
人（
六
六
・
二�
）、
山

岡
地
区
五
百
四
十
八
人
（
五
三
・
〇�
）、

明
智
地
区
五
百
六
十
五
人
（
五
五
・
五

�
）、
串
原
地
区
二
百
六
十
二
人（
七
九
・

六�
）、
上
矢
作
地
区
四
百
二
十
六
人

（
五
七
・
三�
）
で
し
た
。
本
年
度
か
ら

は
対
象
と
す
る
方
を
十
八
歳
以
上
の
方

と
し
て
、
若
い
方
に
も
受
け
て
い
た
だ

け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

が
ん
検
診
、
骨
密
度
検
診
は
ま
だ
途

中
で
す
が
、
昨
年
の
数
と
大
き
な
違
い

は
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
基
本
的
に
は

今
ま
で
通
り
の
所
で
受
診
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
日
以
外
で
受
け
ら
れ
る
機
会
の
確

保
の
た
め
、
基
本
健
診
の
集
団
健
診
で

は
岩
村
で
日
曜
日
に
実
施
、
医
療
機
関

に
よ
る
健
診
で
は
土
曜
日
に
実
施
さ
れ

る
所
が
あ
り
ま
す
。
が
ん
検
診
に
つ
い

て
は
、
恵
那
地
区
で
日
曜
日
に
受
診
で

き
る
日
を
年
二
回
設
け
て
い
ま
す
。

（
健
康
保
健
課
）

　　

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に

つ
い
て
。
新
し
く
恵
南
支
部
が
岩
村
保

育
園
内
に
で
き
、
う
れ
し
く
思
い
ま
す

が
、
利
用
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

依
頼
す
る
と
一
時
間
五
百
円
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
保
育
園
な
ど
の
送
迎
を
依

頼
し
て
も
五
百
円
と
い
う
こ
と
で
し
ょ

う
か
。
そ
れ
だ
と
少
々
高
額
な
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
時
間
で
は
な
く
回
数
で

と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う

雨
の
と
き
の
通
行
止
め

早
く
に
表
示
を

基
本
健
診
ど
の
く
ら
い
受
診

さ
れ
て
い
る
の

国
道
４
１
８
号
い
つ
で
き
る

フ
ァ
ミ
サ
ポ
料
金
高
す
ぎ
で

は
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か
。　 　
 
（
十
七
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　

現
在
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
の
会
員
の
登
録
人

数
は
や
ま
び
こ
保
育
園
内
で
は
、
援
助

会
員
が
四
十
九
人
、
依
頼
会
員
が
百
二

十
三
人
、
恵
南
支
部
（
岩
村
保
育
園
内
）

で
は
、
援
助
会
員
が
十
四
人
、
依
頼
会

員
が
十
七
人
で
す
。

　

利
用
料
金
は
、
午
前
七
時
か
ら
午
後

七
時
ま
で
は
一
時
間
未
満
五
百
円
、
一

時
間
を
超
え
る
活
動
の
場
合
は
一
時
間

あ
た
り
六
百
円
と
な
り
、
一
時
間
を
超

え
三
十
分
以
内
は
一
時
間
当
た
り
の
金

額
の
半
額
と
な
り
ま
す
。
ま
た
上
記
以

外
の
時
間
、
土
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

は
上
記
金
額
に
百
円
プ
ラ
ス
の
料
金
と

な
り
ま
す
。

　

保
育
園
な
ど
の
送
迎
に
関
し
て
は
、

援
助
会
員
が
自
宅
を
出
た
時
間
か
ら
活

動
終
了
の
時
間
ま
で
と
な
り
、
そ
の
時

間
が
一
時
間
未
満
で
あ
れ
ば
五
百
円
と

な
り
ま
す
。

　

活
動
は
個
人
の
車
な
ど
を
利
用
し
て

行
い
ま
す
。
そ
の
経
費
（
燃
料
）
も
含

ま
れ
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。                     
（
児
童
福
祉
課
）

　

体
育
施
設
で
、
恵
那
市
の
中
心
部
に

プ
ー
ル
が
あ
り
ま
せ
ん
。
み
ん
な
が
安

い
料
金
で
使
用
で
き
る
プ
ー
ル
が
あ
る

と
い
い
で
す
ね
。
市
外
の
プ
ー
ル
を
利

用
さ
れ
る
方
が
多
い
と
い
う
話
を
よ
く

聞
き
ま
す
。
ぜ
ひ
恵
那
市
の
中
心
部
に

プ
ー
ル
を
。（

十
七
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー
）

　

市
民
プ
ー
ル
の
建
設
要
望

は
、
以
前
か
ら
水
泳
協
会
や
市

民
の
方
々
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
、
市

と
し
て
は
「
学
校
プ
ー
ル
の
社
会
開
放

型
市
民
プ
ー
ル
」
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
の
利
用
状
況
な
ど
を
把

握
す
る
た
め
、
平
成
十
一
年
度
か
ら
市

内
の
一
部
小
中
学
校
プ
ー
ル
を
一
定
期

間
開
放
し
、
そ
の
活
用
を
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。

　

本
年
度
中
は
、
七
月
三
十
日
・
三
十
一

日
に
大
井
小
学
校
、
八
月
六
日
・
七
日
長

島
小
学
校
、
十
三
日
・
十
四
日
恵
那
北
中

学
校
で
い
ず
れ
も
土
・
日
曜
日
の
六
日

間
を
開
放
し
、
延
べ
九
十
四
人
の
方
に

利
用
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
平
成

十
六
年
度
は
六
日
間
で
百
八
十
七
人
、

十
五
年
度
六
日
間
二
百
五
十
九
人
）

　

市
民
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
、
子
ど
も

の
遊
び
の
形
態
が
変
わ
っ
て
き
て
い
る

と
と
も
に
、
プ
ー
ル
の
建
設
と
運
営
に

当
た
っ
て
は
多
額
の
費
用
も
か
か
る
こ

と
か
ら
、
近
隣
他
市
の
状
況
、
市
民

ニ
ー
ズ
、
活
用
動
向
な
ど
を
調
査
し
、

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
基
に
恵
那
市
総
合

計
画
の
中
で
検
討
し
ま
す
。

　

な
お
昨
年
の
市
町
村
合
併
に
よ
り
、

恵
那
市
に
は
山
岡
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン

タ
ー
、
明
智
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
、

上
矢
作
プ
ー
ル
の
三
つ
の
プ
ー
ル
が
あ

り
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

（
ス
ポ
ー
ツ
課
）

　「第２４回火災予防ポスター展」の入賞
者の方の作品です。

市
街
地
に
プ
ー
ル
建
設
を

▲

市
長
賞　

西
尾
千
絵
さ
ん

▲

市
議
会
議
長
賞　

原
田
梨
花
さ
ん▲

消
防
長
賞　

西
岡
卓
矢
さ
ん

▲

消
防
長
賞　

勝
美
加
子
さ
ん

▲

消
防
長
賞　

山
本
名
緒
さ
ん

▲

消
防
長
賞　

成
瀬
実
希
さ
ん


